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議
員　

年
齢
や
障
害
の
有
無
、
居
住
地

域
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
安
心

し
て
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
先
端
技
術
の
社
会
実
装
の
推

進
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
県
の
対
応
は
。

知
事　

本
県
は
、
道
路
実
延
長
が
全
国

二
位
と
自
動
車
依
存
度
が
高
い
。
生
活

の
基
盤
と
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題

解
決
を
目
指
し
、
先
端
技
術
を
活
用
し

た
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
。
自
動
運
転
や

顔
認
証
な
ど
の
先
端
技
術
を
有
す
る
企

業
や
筑
波
大
な
ど
と
協
議
会
を
設
立
し
、

一
日
も
早
い
社
会
実
装
に
取
り
組
む
。

議
員　

筑
波
山
を
安
全
・
快
適
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
ト
イ
レ
の
老
朽
化

対
策
や
登
山
道
の
安
全
対
策
の
推
進
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
県
の
対
応
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

つ
く
ば
市
な
ど

と
連
携
し
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
浄

化
槽
の
改
修
と
い
っ
た
老
朽
化
対
策
な

ど
に
取
り
組
む
。
登
山
道
に
つ
い
て
は
、

常
時
、
安
全
性
の
把
握
に
努
め
て
お
り
、

修
繕
な
ど
に
よ
り
安
全
の
確
保
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、「
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・

０
」

を
見
据

え
て
目
指
す
べ

き
教
育
の
在
り

方
、
災
害
時
の

福
祉
支
援
体
制

の
整
備
な
ど
も

質
問
）

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

分割方式

議
員　

県
が
新
た
な
総
合
計
画
に
位
置

付
け
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け

た
取
組
の
加
速
化
」
の
実
現
に
は
、
自

治
体
や
中
小
企
業
が
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

が
、さ
ら
な
る
普
及
・
推
進
へ
の
所
見
は
。

知
事　
「
新
し
い
茨
城
」
づ
く
り
推
進

会
議
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
組
織
と
位
置

付
け
、
多
様
な
主
体
と
連
携
・
協
働
し

取
り
組
ん
で
い
く
。
県
内
全
市
町
村
に

研
修
会
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
浸
透
を

図
り
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
通
じ
中
小
企

業
の
理
解
促
進
に
も
努
め
る
。

議
員　

パ
ン
ダ
誘
致
に
は
、
誘
致
活
動

を
は
じ
め
周
辺
地
域
や
他
観
光
地
と
の

ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

誘
致
に
向
け
設
置
す
る
協
議
会
で
イ
ン

フ
ラ
整
備
も
含
め
積
極
的
な
議
論
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

パ
ン
ダ
誘
致
に
関
す
る
協
議
会

を
六
月
末
ま
で
に
設
置
で
き
る
よ
う
調

整
を
進
め
て
い
る
。
周
辺
環
境
の
整
備

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
誘
致
の
進

捗
を
勘
案
し
つ
つ
協
議
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
特

別
支
援
教
育
に

関
す
る
教
諭
の

資
質
向
上
、
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
対
策

な
ど
も
質
問
）

村本　修司 議員
公　　明　　党
日 立 市 選 出  

一括方式

議
員　

常
総
市
内
の
廃
材
置
き
場
で
発

生
し
た
火
災
で
、
火
災
元
の
事
業
者
へ

の
対
応
状
況
は
。
ま
た
今
後
、
有
害
使

用
済
機
器
の
保
管
を
行
う
他
事
業
者

に
対
し
、
保
管
基
準
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

当
該
事
業
者
に

は
改
善
指
示
を
行
い
、
再
度
立
ち
入
り

検
査
を
実
施
予
定
で
あ
っ
た
。
今
後
、

燃
え
殻
な
ど
も
確
実
に
撤
去
す
る
よ
う
、

頻
繁
に
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
他
事
業
者
に
対
し
て
も
、
監
視

指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。

議
員　

渋
滞
緩
和
の
一
番
の
対
策
で
あ

る
芽
吹
大
橋
を
含
む
県
道
つ
く
ば
野
田

線
の
四
車
線
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、
下

総
利
根
大
橋
有
料
道
路
の
無
料
化
に
伴

う
坂
東
市
管
理
の
広
域
農
道
の
県
へ
の   

移
管
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
見
は
。

土
木
部
長　

芽
吹
大
橋
の
四
車
線
化
は
、

今
後
の
交
通
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

千
葉
県
と
も
連
携
し
、
検
討
し
て
い
く
。

広
域
農
道
の
県
へ
の
移
管
は
、
将
来
的

な
交
通
需
要
を
見

据
え
た
上
で
、
坂

東
市
と
協
議
、
検

討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
宇
宙

ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後

の
展
開
、
菅
生
沼

の
環
境
整
備
な
ど

も
質
問
）

石塚　隼人 議員
いばらき自民党
坂東市・五霞町・境町選出

一括方式

議
員　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
に
よ
り

陸
上
輸
送
コ
ス
ト
が
高
騰
す
る
中
、
海

上
輸
送
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、

産
地
や
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
上
で

大
変
重
要
で
あ
る
。
両
港
区
か
ら
西
日

本
方
面
を
結
ぶ
、
新
規
航
路
の
開
設
に

向
け
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

物
流
環
境
が
変
化
す
る
中
、
将

来
的
な
航
路
開
設
に
向
け
、
北
関
東
地

域
か
ら
西
日
本
向
け
の
貨
物
動
向
の
把

握
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
荷
主
企

業
な
ど
へ
の
積
極
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
県
内
普
及

議
員　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
事

業
者
の
生
産
性
や
消
費
者
の
利
便
性
の

向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
中
小
店
舗
で
も
導
入
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
手
法
は
。

知
事　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
フ
ェ
ア
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
で
、
中
小

店
舗
へ
の
導
入
を
促
進
す
る
。
県
有
施

設
に
つ
い
て
も
、
観
光
施
設
や
美
術
館

な
ど
へ
導
入
す
る
ほ
か
、
市
町
村
へ
も

働
き
か
け
る
な
ど
戦
略
的
に
進
め
て
い

く
。

議
員　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
複

雑
・
多
様
化
し
、
校
長
の
責
任
と
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
校
長
は
あ
る
程
度
長
い
期
間
、

ひ
と
つ
の
学
校
に
在
職
し
、
学
校
経
営

に
当
た
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

校
長
が
一
定
期
間
、
同
一
校

に
在
職
し
、
学
校
経
営
に
当
た
る
方
が
、

効
果
的
な
面
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

在
職
年
数
や
登
用
年
齢
の
見
直
し
を
検

討
す
る
ほ
か
、
若

手
の
リ
ー
ダ
ー
的

教
員
の
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小

農
家
へ
の
経
営
支

援
、
小
鶴
西
交
差

点
周
辺
の
安
全
対

策
な
ど
も
質
問
）

議
員　

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の

支
援
施
設
に
は
、
地
域
的
な
偏
在
が
あ

る
。
支
援
体
制
の
早
急
な
充
実
が
必
要

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

支
援
施

設
の
偏
在
を
解
消
す
る
た
め
、
施
設
を

新
設
す
る
際
の
助
成
制
度
を
新
た
に
設

け
た
。
ま
た
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
調

整
し
、
関
係
機
関
と
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
を
開
催
す
る
な

ど
、
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
中
通
川

の
整
備
、
農
福
連

携
に
よ
る
障
害
者

の
就
労
機
会
の
拡

大
な
ど
も
質
問
）

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党

鉾田市・茨城町・大洗町選出
一括方式

山野井　浩 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

パ
ン
ダ
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

公
立
学
校
に
お
け
る

校
長
登
用
の
在
り
方

自
治
体
や
中
小
企
業
へ
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
・
推
進

大
洗
・
常
陸
那
珂
両
港
区
に
お
け
る

新
規
航
路
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み

先
端
技
術
の
社
会
実
装
の
推
進

有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
を
行
う

事
業
者
へ
の
対
策

芽
吹
大
橋
を
含
む

県
道
つ
く
ば
野
田
線
の
渋
滞
対
策

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

筑
波
山
の
魅
力
向
上
の
取
り
組
み

ことば

ことば

※3【SDGs】…2015年9月に国連総会で採択された17の目標などからなる行動計画。「誰も置き去りにしない」を基本理念に、国際社会が2030年までに目標達成を目指す。
※4【有害使用済機器】…テレビ、冷蔵庫などの使用済みの電気・電子機器で、一部が原材料として価値があり、かつ、不適切な保管などにより生活環境などに影響が及ぶおそれ

があると法令で定められたもの。

※1【モビリティ】…乗り物。移動手段。
※2【ソサエティ5.0】…狩猟、農耕、工業、情報社会に続く新たな社会として国が提唱。仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を

両立する、人間中心の社会。

夏の田園越しに望む筑波山

大洗・苫小牧間を運航する
「さんふらわあ ふらの」 上野動物園のパンダ

慢性的な渋滞が発生する芽吹大橋
５月につくば市で開催された
キャッシュレスフェアの様子

６
月
11
日（
火
）

鈴す
ず
き木　
　
　

将
ま
さ
し

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

村む
ら
も
と本　
　

修し
ゅ
う
じ司

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

長は
せ
が
わ

谷
川

重し
げ
ゆ
き幸

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
12
日（
水
）

石い
し
つ
か塚　
　

隼は
や
と人

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

中な
か
む
ら村　

は
や
と

　
　
（
無　
　

所　
　

属
）

６
月
13
日（
木
）

沼ぬ
ま
た田　
　

和か
ず
と
し利

　
　
（
新
自
民
ク
ラ
ブ
）

下し
も
じ路

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

戸と

い

た
井
田

和か
ず
ゆ
き之

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
２
回
定
例
会
の

　
　
　
　
　

主
な
日
程

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
は
、
次

の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
６
月
６
日
㈭　

本　
　

会　
　

議

（
開
会
、
知
事
提
出
議
案
説
明
）

■
６
月
11
日
㈫　

本　
　

会　
　

議

　
　
　

12
日
㈬
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

　
　
　

13
日
㈭

■
６
月
17
日
㈪　

常
任
委
員
会

■
６
月
19
日
㈬　

本　
　

会　
　

議

（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
６
月
20
日
㈭　

予
算
特
別
委
員
会

■
６
月
21
日
㈮

■
６
月
24
日
㈪　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

産
業
の
育
成
・
振
興
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

}




